
大分大学大学院医学系研究科修士課程看護学専攻教育課程編成・ 実施の方針 

（カリキュラム・ポリシー：ＣＰ） 

 

＜教育課程の編成と教育内容＞ 

社会や保健・医療・福祉の変化を見据え、看護の質向上を実現できる実践力を養い、 

看護実践・看護管理・看護教育の場でリーダーシップを発揮できる高度専門職業人の養成 

を行うために、学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）に基づき、以下の方針で教育課程 

を編成し・実施する。 

 

1. 看護研究コースは、変動する社会の要請に応え得る質の高い看護活動（個人・集団へ 

の看護実践とその管理ならびに看護教育）を創造し、改革するための諸理論と方法を 

修得するためのカリキュラムを編成・実施する。 

2. 専門看護師コースは、日本看護系大学協議会が定める高度実践看護師教育課程基準 

（専門看護師 38単位）に則り、専門看護師としての高度実践能力を培うためのカリ 

キュラムを編成・実施する。 

3. 両コースの共通必修科目は、看護現象を科学的かつ倫理的に探究するために基盤とな 

る科目を配置する。 

4. 共通選択科目は、学生自身が持つ看護活動上の課題について探究できるよう多彩な選 

択授業科目を編成する。 

5. 専門コース科目は、健康科学、看護管理・教育、看護実践、がん看護、クリティカル 

ケア看護、老年看護等の専門分野における高度な知識や技術、実践を修得できるよう 

な科目で構成する。 

6. 特別研究科目は、共通必修科目、共通選択科目、専門コース科目を基盤に、学生自身 

が持つ看護活動上の課題や関心から研究へと展開する研究遂行能力を培うために、指 

導教員のもとで研究過程を学ぶ体制を整える。 

 

＜教育方法＞ 

1. すべての科目は、学生による発表・討議を中心に行う。また、学術論文や専門書等の 

文献検討、自身の看護活動の言語化・概念化を繰り返し行い、知的探究力を養う。 

2. 学生個々の背景（基礎教育や看護活動経験等）の多様性・特徴を理解した上で、学問 

的、科学的探究の本質と方法について個別的に教育・指導を行う。 

3. 修士論文指導においては、担当教員による個別指導が基本であるが、論文提出から公 

開審査までの間、審査委員会による教育的な予備審査をとおして修士論文の洗練化を 

指導する。 

4. 社会人の就学と仕事の両立を可能にするため、長期履修制度や昼夜開講制を適用し、 

学生が計画的に履修できるよう教育・指導を行う。 



＜学修成果の評価＞ 

学修成果の評価は、アセスメント・チェックリストにより実施する。 

1. 毎年度、学生対象に教育評価調査と教員による授業科目の教育評価を行い、「大学院看 

護学専攻教育評価」としてまとめ公表する。 

1) 学生対象の調査は、学修目標の到達度や授業科目の学修評価、教育全体の評価で 

構成する。学生にとっては、自己の学修成果と課題を評価する機会となる。 

2) 教員は、担当する授業科目の実施状況と評価を記述し、次年度以降の教育改善に 

活かす。 

2. 修士論文に関する学修成果は、研究倫理審査や修士論文研究計画検討会、公開審査に 

おける学生の発表内容や質疑応答の状況により評価する。公開審査後、看護学専攻部 

会において各修士論文の審査内容を共有し指導評価を行う。 




